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財光寺南小の入学式（昨年4月）

「
も
う
、
赤
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
」
　
子
ど
も

は
1
年
生
に
な
る
こ
と
に
、
ひ
と
つ
の
誇
り

を
凝
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
春
で
す
。
も
う
す
ぐ
新
学
期
。
泣
い
て
ば
か
り
い
た
子
も
い
た
ず
ら

好
き
の
き
か
ん
坊
も
、
そ
ろ
っ
て
一
年
生
で
す
。

　
親
か
ら
見
れ
ば
．
み
ん
な
と
一
緒
に
行
動
で
き
る
か
し
ら
．
　
ち
ゃ

ん
と
受
け
答
え
が
で
き
る
か
し
ら
」
　
「
給
食
は
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
る

か
し
ら
．
＝
　
「
ト
イ
レ
は
一
　
と
、
と
め
ど
な
い
不
安
が
わ
く
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、
子
ど
も
は
一
年
生
に
な
る
こ
と
に
、
ひ
と
つ
の
誇
り
を
感
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
も
う
、
赤
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
．
ハ

．．

ｬ
さ
い
子
で
は
な
い
．
一
…
1
そ
ん
な
自
覚
が
自
然
に
生
ま
れ
て
、
目

の
輝
き
も
違
っ
て
き
ま
す
し
、
よ
く
見
る
と
身
の
こ
な
し
や
言
葉
に
進

歩
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
五
年
余
り

の
あ
い
だ
に
、
自
分
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
新
し
い
こ
と
を
知
り
、

そ
れ
な
り
の
経
験
も
ち
ゃ
ん
と
積
ん
で
い
ま
す
。
き
っ
と
大
丈
夫
で
す
。

自
信
を
も
っ
て
送
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
号
で
は
、
お
子
さ
ん
が
学
校
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
こ
と
が
ら
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
話
を

す
る
。
そ
ん
な
時
間
を
ぜ
ひ
。

　
二
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
．
短
目

興
味
も
運
動
も
以
前
に
比
べ
て
－
尺
き

く
、
r
一
発
に
広
が
う
て
い
圭
ず
性
構
旧

も
は
　
き
8
2
げ
き
出
て
き
ま
し
触

好
義
、
な
ニ
レ
　
や
嫌
い
な
こ
し
一
が
．
r

ど
も
，
目
仏
に
も
す
ご
し
ず
つ
分
か
ド
、

一
、
き
ま
し
た
　
内
弁
慶
な
錐
、
運
動

が
好
き
な
r
、
本
を
見
る
の
が
好
き

な
．
r
…
：
・
ご
．
両
親
か
二
ら
ん
に
な
う

’
「
、
も
個
個
か
は
、
き
ー
ー
レ
一
分
か
る
は

ず
で
す
．
f
ド
．
一
も
”
個
悟
を
理
解
－

る
よ
う
に
努
め
ま
」
，
．
小
う
．

　
視
の
心
し
一
は
不
思
議
な
も
b
で
，
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肥
気
に
た
む
、
に
育
、
て
一
れ
＾
は
ヒ

願
・
’
て
い
て
ご
」
．
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け
、
ほ
か
の
．
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も
と
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持
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す
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ま
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思
を
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現
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た
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さ
な
い
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ビ
も
に
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る
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ス
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ま
す 　

・
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
f

　
』
さ
　
や
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・
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て
も
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受
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身
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、
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手
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うま
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ひ
ら
か
な
で
自
分
の

名
前
か
書
け
ま
す
か

　
ひ
ら
」
な
・
自
八
リ
カ
呂
前
ポ
詐
げ

る
ζ
う
に
東
－
口
し
て
お
㍉
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．
ま
し
』
．
う
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込
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靴
べ
吹
藷
資
と
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レ
き
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［
　
　
ド
　
　
　
　
　
尋
’
　
才
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

士
・
．
塩
写
り
な
黒
い
力
か
（
一
．
μ
b
η
酷
州
い
一
・

て
氏
し
で
み
る
カ
も
．
者
．
・
‡

　
二
十
ま
で
の
数
が
わ
か
り
ま
す
か

　
．
．
卜
圭
．
・
数
∂
唱
・
ら
”
る
」
け

’．

A
な
く
、
口
．
肌
レ
一
L
’
、
考
・
二
ら
れ
ま
す

か
　
お
や
つ
を
お
．
r
さ
ん
に
．
分
け
さ

廿
一
∬
、
み
・
⇔
ン
ー
」
・
ノ
・
艮
い
ト
リ
法
’
、
匹
．
｝

ち
ょ
η
レ
一
し
た
お
使
い
な
ど
も
で
き

る
年
　
ろ
．
・
す
　
直
任
を
持
セ
・
「
旧

る
．
二
ぐ
∵
隻
．
・
や
り
ま
㌃

　
物
を
た
い
せ
つ
に

　
　
一
や
消
」
下
∵
一
な
レ
一
を
棚
末
に

及
う
．
r
ビ
！
ノ
か
目
詫
．
ち
ま
す
　
　
．
乍

‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

胆
擁
紐
碧
諺
翼
杜
た
畔

守
閉
で
、
き
ら
ん
し
「
伺
ほ
る
こ
」
．

が
・
き
る
よ
う
に
、
最
初
は
r
仏
．

て
壷
げ
な
り
・
リ
コ
ツ
を
教
・
二
圭
L
』
．
．

は
や
ね
、
は
や
お
さ

　
月
卜
坊
ゐ
育
・
、
は
り
で
”
．
げ
昼
閲
一

－
「
日
に
　
r
し
芝
え
か
で
て
き
・
玉
オ

h
三
、
う
に
な
忍
ボ
レ
∴
」
い

ノ
物
’
し
多
く
な
り
ま
す
　
夜
一
一
圭

評．

E
テ
レ
ー
を
見
て
い
た
り
．
ゲ
　
ム

に
興
」
て
い
た
り
一
　
　
∵
三
う
．
に
、

．
殴
る
1
1
司
を
一
、
め
て
お
く
レ
一
」
♪
一
　
、

す
ね

　
食
事
の
時
間

　
」
ら
」
ら
良
へ
た
り
．
テ
」
ビ
を

児
な
り
ら
力
食
雅
汗
、
も
う
や
め
ま

し
．
　
」
　
食
事
の
ひ
、
ニ
ヒ
き
を
．
日

力
出
来
客
を
話
す
時
事
に
L
沸
、
、
　
へ

一
へ
い
猷
王
事
に
一
げ
土
｝
一
一
よ
・
，

　
子
ど
も
の
世
界
を
た
い
せ
つ
に

　
小
さ
く
て
も
、
狭
一
て
も
．
．
r
巨
二

－
2
一
自
分
ゐ
ヒ
ニ
ろ
　
ー
ド
一
U
・
∴
る

コ
ー
＋
：
か
場
所
を
つ
’
・
　
て
一
」

ざ
い
　
好
き
な
乍
や
、
そ
力
．
「
八
卜

－，

F
好
品
を
置
い
た
り
、
勉
『
－
．
た

り
、
物
を
咋
付
汁
た
り
中
理
」
（
．
り

す
る
習
慣
も
、
．
自
分
㌔
場
明
　
4
あ

荘
　
身
に
一
ノ
き
や
す
く
な
り
．
圭
す

　
登
校
の
道
を
歩
い
て
み
る

　
4
5
お
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ね
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ぐ
ら
，
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／
・
，
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か
、
お
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飼
．
－
／
、
お
母
レ
、
ノ
　
　
ど

に
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ば
、
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一
　
　
丸
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「
・
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　文字や数字は、自分がものことを考えたりまと

めたりするときの道具ですが、同時にものことを

他人に伝えるための道具でもあります。

　小学校では、担任の先生がゆっくりていねいに

教えてくれますから、いま知らなくても少しの心

配もいりませんが、最初のうち文字や数字は大き

くていねいに書くようアドバイスしてください、

鉛筆はBか2Bをおすすめします．
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誤
解
や
情
報
の
不
十
分
さ
を
解
消

　
四
月
一
日
か
ら
、
天
気
予
報
の
一

部
か
変
わ
り
ま
し
た
。
変
更
す
る
項

目
は
「
降
水
確
立
予
報
」
　
「
天
気
予

報
期
間
」
　
「
予
想
最
高
気
温
と
予
想

最
低
気
温
」
の
三
つ
。
4
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田

　
こ
れ
ら
は
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こ
れ
ま
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た
と
誤
解

か
生
し
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、
情
報
か
不
十
分
た
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市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
市
議
会
の
畜
議
を
経
て
条
例
や
規
則
な
ど
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
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今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
し
ら
せ

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
四
月
一
日
現
在
の
職
員
給

与
な
ど
の
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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塁職手旨

勤続25年　33．75月分　嬬　］ 33π 闥｡

勤続35年

1ノ当たり

層F均支給額

47．5月分　　62、7弓台

2・934下‘円21、767丁．円

4751扮
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　「花づくり園芸J

迎洋園棚橋ふみ子さん

－
．
　
　
　
　
　
　
1
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一

◎
一
學
l
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一
學
1
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α
■
冒
辱
l
o
l
一
二
－
尋
一
塁

　
目
向
に
来
て
ま
る
．
一
年
。
す
べ
て

に
よ
う
や
く
な
じ
ん
で
き
ま
し
た
．

花
づ
く
り
も
そ
の
一
つ
。
大
阪
に
い

た
こ
ろ
も
テ
ラ
ス
い
一
・
．
ぱ
い
に
咲
か

せ
て
い
ま
；
｝
た
．
、
始
め
た
の
は
r
ど

も
が
大
き
く
な
「
．
て
か
ら
で
す
か

ら
　
一
年
は
ド
一
口
即
に
な
り
圭
寸
力

も
レ
一
も
レ
一
好
キ
た
一
．
た
の
で
す
が
．

f
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
無
理
で
す

ね
．
．　

現
在
．
．
パ
ン
ジ
ー
、
ア
ザ
レ
ア
、

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
．
ジ
ュ
リ
ア
ン
、

ノ
ー
ス
．
ホ
ー
ル
　
オ
フ
コ
ニ
カ
な
ど

が
満
開
て
す
　
．
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

て
日
当
た
り
の
い
い
南
…
側
に
置
い
て

い
ま
す
が
、
花
が
少
な
く
な
っ
た
ら

肥
料
を
ひ
と
つ
か
み
「
．
少
し
多
め
に

あ
げ
て
も
い
い
み
た
い
で
す
よ
．
水

は
毎
朝
た
っ
ぷ
り
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
は

な
く
て
、
直
接
ホ
ー
ス
で
針
底
か
ら

水
が
流
れ
出
る
ほ
ど
与
え
｛
、
い
ま

す
、
お
か
げ
で
、
へ
－
年
は
ビ
れ
も
作

が
い
い
よ
う
で
す

　
部
尿
t
の
中
で
は
．
旧
砒
々
八
の
多
い
ム
ロ

”
眺
げ
　
栽
f
　
　
シ
ク
ラ
メ
ン
券
〒
「
鉢
は

ビ
出
窓
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
東
側

で
も
あ
り
、
午
前
中
の
日
を
浴
び
て

結
構
良
く
育
ち
ま
す
．

　
日
向
は
暖
か
い
で
す
ね
．
．
園
芸
に

は
も
っ
て
こ
い
で
す
．
．
春
花
が
終
わ

れ
ば
夏
花
の
戦
備
　
ヘ
チ
ュ
ニ
ア
や

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ

な
ど
が
『
早
く
咲
き
た
い
』
と
さ
さ

や
い
て
い
る
よ
家
て
す
．

辱
1
ぴ
l
O

め
叢
・
あ
泥
か
二
三
1
⑩

　
〔

、ノ

（
β
＠
、
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百済の里の味

キムチ聴

毛高・不動寺

本村ヨリ子さん

　材料
ト．．フ・

ヤム千
豚肉1導U川

　子ウサ

｝　f9㌧

　’キ7ケ

　メ　〆

ト　　ギ

〈5人前》

　　　11
　　　亀、’1

ど〔，u－1畑〕．

　　　2〔個

　　　1袋

　レ・・．

　　　且索
　　　　　ドノリ∫は鍋哨

　卵　　　　　一5鮒

　は几　　　　　邑『1’正

噸11しょ・ll由　　　喧’1’1

㌧
ノ

　16年末、南郷村の旅館で食べた料理．です＝とて

もおいしかったので帰りに作りかたを教えてもら

いました　以来、わが家ではたびたび作っていま

す、調理方法はとても簡．単、お宅でも．百済の里の

味をぜひご賞味ください，

　〈作り万〉

工．　鍋にだし汁を遥1当に入れ、薄口しょう油でう

す味に味付．する、

2　きのこ類〔しいたけ、しめじ、えのき1を入

れ、火が通・ったらネギ、キムチ、トーフを入れて
ひと菖：・ン：ちさせる

つ　最後にギョーザを入れてしばらく置詮、召し

しがってくたさい、．　　　9

　【雑炊】
〔D　残一つたスープにごはんを入れ、ふたをしてひヒ

煮たちさせます．．

7i煮・1‘一、てきたら卵をといて入れ、ネギ．をちら

し、ふたをして蒸らしててき．ヒがり

〈メモ〉

　キムチの分奉：は好みて入れてください．1Lは多

すぎないよう．ご用心．稚炊を食べる前におなかい

ﾁはいになってしまいます

こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ベ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

．
な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
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ド
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（
花
ケ
丘
）
　
　
．
順

福
原
一
・
則
子
さ
ん
の

長
男
・
尚
君
（
4
鰻
5
か
月
）

長
女
・
亜
紀
ち
ゃ
ん
（
9
か
巳

一一一内P一一
あ
ん
ば
く
く
ん

圓
圓
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と
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よ
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そ
下
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二
こ

涛［
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⊥

’
．
　
層

、

壷
ん
げ
ち
慮

　
（
公
園
通
り
）

吉
川
和
男
・
奈
那
子
さ
ん
の

長
女
・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
（
2
鹸
6
か
月
）
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わ
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緊

　
．
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印
ち
つ
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ご
連
絡
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す
．
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▲「草スキー」（紙版画）

　自知屋小3年1組

青木美幸ちゃん
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卉
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早
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ク
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「自転車C乗っU」（紙版画）レ

富高小3年4組

秋吉真人くん

一ρ一右■■一」■
O

日
向
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
」
に
載
っ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
．

連
絡
先
市
企
図
課
広
報
自
計
係
（
a
⑫
－
2
弔
1
1
内
線
2
2
1
3
）

り発足はい．つですか

　前身は「日向走ろ．う会11戸トの2月1日に「日向

ジョギング．クラ．ブ」と．名前を．変えよした．走ろう会1

ては、競．争を．患註するイメージがありましたから

りPRをど．うそ

　会員は現イ1／8へこ．’卜分か玉女「｝　ふ1代かレう70代よ．ご

σ）熱っ1まいf中晴」．．ご．才　　「91j会は1班｝i　2［U1．　乏喜1、　31i

［嬉ll．1σ）’「目「」611，’　わ・ド，．4月力・レう1よ’「．自1∫6目ナノノ・「）1ノく

1径虫重む公1刺ご　　フ＼トし・ソ　弄　・　り．．一∠，1卜弘、σ）rな、　卜

．フ・ソクを．け）．）くUノ→キ’ンフ．L．よ」　ヰ∴たちのし・．ノ

トーは、『’しる巨堺にド，びを　　、占此か順111「：より

．も豊かな心と健F｝を育t攻一めに　走ll．．をイ、しみな

がら、仲間づくりを心が「1．⊂いるんご．」

　会員の9割力｛叡くない長と　＿い’＼　11川メ・　．1ルの

グラウンドを1周」るのが．や）との沖間もい圭’

フ1レマラソン42．1ら1ロ：を定走した会U七7’＼

りあなたも会員に
　サ3　fF・［ま3｛［「声（£1人　｝．．、女．ゴ．1よ21〕lr丸↓凱　1．．　b5「「冥⊥」人　ヒ1≡Lシ．　］

ギンク．糸奮験折に限1」まl　L．一．z、の｝添ノ＼負者い宝

く走ることだけかHi1り（わかノこ1．圭不ll．りきご1から、訟σ：）

ためくわしくは秋、llり．9一．．智52　291b　・

広報uゆ6

ん
．
．

．　　’

｝
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《54》
F
　
ト

か　じ　や　がひら

鍛冶屋ケ平遺跡

文化財についての臨、合わせば市社会薮育課（3内齪424）へ

　
う
　
　
ト
　
　
　
　
ム
　
ひ
ら

　
鍛
冶
屋
ヶ
平
遺
跡
は
、
金
ケ
浜
の

西
に
あ
る
遺
跡
で
、
現
在
は
大
部
分

が
畑
地
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
皇
退
跡
の
特
…
倣
は
「
カ
ネ
ク
ソ
」

と
呼
ば
れ
る
鉄
の
塊
が
と
こ
ろ
ビ
こ

ろ
に
散
乱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
タ
ロ
の
と
お
り
占
代
の
垂
々
が
鉄
を

精
練
し
た
製
鉄
遺
跡
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
、
延
岡
レ
巾
祝

f
や
西
都
市
重
曹
、
そ
れ
に
門
川
町

か
み
ま
い

神
舞
な
ど
で
も
確
脚
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
わ
が
国
て
は
明
冶
時
代
に
鉄
鉱

石
を
原
料
に
す
る
近
代
的
な
製
鉄
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら
砂
鉄

を
仲
【
つ
た
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
近
く
で
は

質
・
U
甲
と
も
に
豊
富
な
砂
鉄
の
産
地

が
必
ず
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
．

　
も
ち
ろ
ん
鍛
冶
屋
ケ
平
も
例
外
で

は
な
く
、
眼
ド
に
広
が
る
金
ケ
浜
か

ら
、
占
代
の
匠
た
ち
が
砂
鉄
を
採
っ

て
は
持
ち
帰
り
、
踏
縮
と
も
呼
ば
れ

る
製
鉄
炉
を
使
っ
て
鉄
を
生
産
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
し
気
に
な
る
の
が

金
ケ
浜
の
問
題
で
す
。

　
金
ケ
浜
は
、
南
郷
村
神
門
神
社
に

祭
ら
れ
て
い
る
百
済
モ
族
が
標
着
し

た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鍛
冶
屋
ケ
平
と
谷
を
重
ん

で
接
す
る
坂
垢
地
区
に
は
、
し
の
か

わ
り
に
石
を
積
み
ヒ
げ
て
築
い
た
占

墳〔

ﾌ
跡
一
積
ハ
ロ
塚
｝
も
残
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
に
特
殊
な
占
御
燗
は
、

百
済
の
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
多
い
ゐ

で
す
こ
の
こ
と
か
ら
積
百
船
を
一
渡

来
入
の
墓
」
と
断
言
す
る
研
究
者
も

い
る
ほ
ど
で
す
．
、

　
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て

み
る
と
、
金
ケ
浜
の
砂
鉄
に
初
め
て

目
を
つ
け
た
の
は
渡
来
人
だ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
百
済
L
族
か

と
う
カ
　
　
は
別
に
し
て
、
渡
」
米
人

が
製
鉄
の
業
を
地
．
兀
の
人
た
ち
に
仏

え
た
I
I
と
、
考
え
る
だ
け
で
胸
が

高
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
、
，
ー
ー

古
人
の
人
々
が
鉄
を
精
練
し
た
製
鉄
遺
跡
　
一

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
　
　
　
．

」．

凋．
唾

鱒ξ

画



騨、
献血ld心の贈06の

　　　4月のスケジュール
5日休）　旭化成日向化学品工場　10』o～15；30

17日㈹　東　ソ　一　㈱10コ。～14加

　　　　南日本くみあい飼料14＝30～15；30

18日〔水1　九州電力日向電一所　9；oo～11：30

　　　　紀竜産巣12100～13：00

　　　　マルセンボウル14：30～15：30

25日困　日向農業協同組合　m：oo～12：30

　　　　日向製練所㈱14：00～1ε：00

函囲交通轍相談

●電話のご相談もお受けします

容0985－28・1199　（直通）

相談日：目雇｛　圭意二削9｝丁＝一一右4待40分

：翌日　槍　員　霧ラ＝　T＝担㍉！「二．二　ます

．弁護士椙三二：毎月第3不曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

！宮崎自動車保険請求相談センター

＝β、おとにゅ一す

早
君

「≦鞠

；　イ・　L　　19

　，．　旨南　甕・弓

藏 ’

▲古賀メドレーにう．）とり

　3月9日、明治大学マントリンクラ．ブの部員16へが特別1葺護とk

ホーム「永寿園」を訪れ、自慢のllhを披路　お1｝醇りたちを∴lt廿

ました、

　同クラブは、10日．市の文化交流センター．．この演奏∫？のためlllr・」

入りしていましたが、日向校友会の呼びかけて実現したものぐす
　お年寄りたちは「誰か故郷を思わざる」「悲しい，内．r．匡を越え

て」などおよそ1時間の．占賀メドレーにう｝とり

ら
口

論
憲

転出・転入届

【転出届に必要なもの】

①印鑑②国民健康保険のかたはそ
の保険証。

　届け出は、転出予定日の14日前から

でないと受け付けられません。

【転入届けに必要なもの】

　①印鑑②転出証明書（前の市町村

で発行したもの）　③年金手帳④国

民健康保険に入るかたで、転入先の世

帯が国民健康保険の場合は、その保険
証。

　届け出は、実際に転入した日の翌日

から数えて、14日以内に手続きをして

ください。届け出期間を過ぎますと、

簡易裁判所に通知しなければならない
ことになり、場合によ’・ては5，000円以

下の過料が科せられることがあります

のでご注意を。

　届け出の際には、必ず新しい住所（転

出届の場合は、転出先の住所）を確か

めておいてください。

　代理人が届け出るときは、代理入の

印鑑が必要です。

くわしくは市●市民課（一線2133）1

へどうぞ・　　　　　　　」

　健康、真⊃たた中ぐすレ
　「］ミ】．ニン．イーぐ．うる

おいのあるよちづくりを」
　一．．3月17日、文化交流セ
ンタ．一で、第1回健やかレ
クリ■一ション大会が行わ
れました。
　高齢化社会に備え、Ilf民
総く’るみで健康．づくりを進
めようと開いたものです。
　大会にはレクリェーシコン
協会や各地区のレクリエーシ
コンクラブおよそ15団体が
参加、噛ト成音頭やヴで一ナ
ス、夢の中へ　一などrl優
の踊り、ダンスを披露した
ほか、バードゴルフの公開．
演技もあり、参加者は楽し
いひとときを過ごしました．
　　　　　　　　　　　陰

☆広報ひゆうがに載った写真をさしあげま軌前もって係までお電話を1

　
人
目
動
態
調
査
に
ご
協
〃
を

　
厚
生
省
は
、
人
日
動
能
」
調
査
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
出
生
．
死
亡
、
死

産
、
婚
姻
、
離
婚
　
…
の
各
届
出
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な

ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
圃
勢
調

査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
井
に
職

業
も
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

声
．
ノ
ガ
．
・
い
↓
玉
L
一
．

　
調
査
期
閲
は
、
．
半
成
．
．
侍
四
月
．

日
か
ら
．
．
．
年
．
．
．
目
．
．
．
卜
．
日
ま
で
ゐ

．
勘
牛
隔
て
、
挫
禰
果
は
へ
’
〃
後
の
保
除
｛
隔

祉
の
向
し
に
役
占
、
た
せ
る
た
め
の
冗

諒
資
料
レ
一
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
、

　
届
け
出
を
さ
れ
る
か
た
に
は
ご
め

ん
ビ
う
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

り
－
、
だ
さ
い
ま
す
ト
ト
う
お
．
願
い
一
〕
ま

て
μ
．
一
な
ら
な
い
ゐ
は
，
楓
か
ち
．
日
牙

力
心
誠
．
・
す
　
．
な
」
、
．
・
ら
に
．
．
ヒ

か
「
女
だ
か
ら
」
レ
一
か
一
．
り
考
え
を

な
く
し
て
い
か
な
け
．
剥
油
な
り
ま
せ

ん
．
そ
れ
に
は
圭
よ
．
職
場
や
・
廷
、

地
域
に
根
づ
い
て
い
る
固
宅
田
な
ξ

え
か
た
　
　
慣
習
や
付
動
　
　
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
　
そ
ハ
．
．
つ

・
、
女
性
の
能
力
や
役
川
を
毎
え
！
、

み
ま
し
ょ
う
そ
こ
に
は
た
か
ん
一
女

性
に
は
向
い
’
、
い
な
い
．
レ
　
習
え
る

も
の
は
、
ほ
レ
　
ん
ビ
な
く
な
つ
’
、
い

㌧

さ
で
忙
卜
二
代
ゐ
一
q
司
で

ト
よ
ど
ソ
呈
一
．
履
孟
ご

ゴ
よ
う
カ

ヒか．昌i，1レち

．・ 轣@1し　や駐

、婦　　分π
も　へにIU眉

際，翫搾
肩　・．を・紅

　1口］　　1

　　1身Il；、ヒ
　メ　　　　　　‘
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　ほな．ノう
　か　≧　レ　11

　ろ　ニ　キ別
　　　ア　　　　　　　コし　．～　・．’　．　1く

9

レ
i
＜
↑

な
ノ
、

へ
運
置
力
ギ
，
チ
／

ー
レ
キ
ン
ゾ
生
に
曳
、
「
＝

帆
㌔
ポ
ニ
習
は
女
は

　る
》≧
・1思

ノ，　い

婦　韮

！、す

週
間
ノ，

キ．

みなさんの身近な話題、ホットなニュースを口琴でお寄せください。
広報1♪ゆ61が

　　　　　　　　　　　力の入った熱戦レ
　略　～ノ［U目し．1．1・1才　ユ宣｝春貧ノ｛∫？か～、　3　艮Il，ir，　芝fヒ

気流ヒンタ　ご開かれました　同センターが．オー
．ノ）L．　、ス爪一ツ．でのビッグイベントわ旨1†）れ

たのは初め⊂．のことこす
　尺≦？1こiよ1し・川・1・漕　遇各LIゐσ）「℃ノ曳，～b尺わi参1川　　霜、

一1医　）ばいに敷さ晶められた畳みの1＝．ぐ、ノJの

べ）ノ鉄戦が繰り広げ’られホした

　優勝したのは宮崎県代去旭化成1の楠Ul彗｝」

．4月29日、衷京・1体武こ館で開く全日4遮封詮

大会に出場しま寸

▲卒業記念にジャンボ壁画
　11知屋小‘dの6年生109へは．辛1業記念

として学校に残す壁画に挑戦．このほどほほ
完成しました．

　亀1、柚iは縦1．8メートル、横2．7メートルのジ

レンボなもの　郷しのまつり．1をテーマに
　1艮ふるごとまつり」で披露した「r．ども
みこし1や「ひよ．）とこよつり．」なとを7．5

ピンチ角のタイルで張りつけ、およそ2か月
かげて仕1げました．

　脳由1は室紫式までに、体育館に飾ります ／

尽
態

♪
乱

、

★連絡先／市企画課・広報統計係麿52－2111内線2213

フ
ォ
ト
一
一
ユ
ー
ス

嬢
喚

　
｝

　　　　　　　’

識量［汐

a
1
．

当少

　
．
一
ゐ
時
期
に
、
女
r
差
別
撤
廃
条

約
刀
批
准
、
民
法
お
よ
び
阿
山
法
の

改
止
、
男
女
雇
用
機
へ
云
均
等
法
の
…
削

触
読
か
　
か
行
わ
れ
、
制
度
ヒ
の
“
㌔
ナ

は
た
き
（
前
進
し
ま
し
た
．

女
性
の
能
力
や

　
役
割
を
考
え
よ
う

　
女
性
力
ラ
イ
7
サ
f
ク
感
の
変
化

諾
、
　
．
フ
で
フ
ス
ク
イ
ル
も
変
わ
り
ま

し
た
．
ま
た
、
法
や
制
度
も
剛
納
さ

札
て
き
ま
し
た

　
．
～
・
」
、
乍
当
に
変
え
て
い
か
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
り
ま
え

フ
レ
牛
シ
ブ
ル
に
。
女
と
男
の
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
週
間

　
四
月
十
日
か
ら
ト
六
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
婦
人
週
間
」
で
す
．
、
こ
の

機
ム
云
に
、
婦
入
週
間
の
魅
史
を
振
り

返
り
、
改
め
て
女
性
の
能
力
や
役
州
削

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
．

　
婦
人
週
間
は
、
昭
和
一
．
十
　
年
四

月
レ
日
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
て
、

初
め
ザ
婦
人
の
参
政
権
か
実
現
し
た

の
ヰ
記
念
し
て
、
昭
和
．
．
卜
四
有
か

ら
始
ま
り
ま
し
た

　
現
看
は
、
昔
ほ
　
一
の
女
僻
改
視
や

軽
視
は
な
く
な
り
圭
し
た
が
、
ま
た

「
女
だ
て
ら
に
」
と
か
「
．
女
の
く
せ

に
」
と
い
う
．
．
．
口
菓
を
耳
に
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
、

戦
後
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
・
，
た
と

同
ヒ
よ
う
に
、
女
桝
力
幽
境
も
た
き

く
変
わ
り
ま
し
た

　
男
子
と
大
差
な
い

　
進
学
率
や
就
職
率

　
変
わ
っ
た
点
は
、
比
目
に
比
べ
て
家

事
と
育
児
の
負
担
か
申
く
な
・
．
た
ヒ

騒
う
こ
レ
　
・
す
　
家
庭
用
電
気
製
品

力
普
境
は
、
家
事
に
従
雅
す
る
時
間

を
減
ら
し
．
出
生
児
数
の
威
少
は
、

　
　
．
4
月
1
0
日
5
1
6
日

f
育
て
後
の
人
生
を
変
え
ま
し
た
．
．

　
こ
の
ほ
か
、
円
石
で
は
女
r
の
古
岡

校
進
学
’
率
が
瓦
症
％
を
超
え
、
男
一

の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
　
さ
ら

に
、
短
大
・
大
学
を
卒
業
し
た
女
f

の
就
職
ぞ
も
、
野
r
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
く
な
り
ま
し
た
、
．
さ
ら
に
、
岩

相
」
へ
ト
．
．
．
年
の
女
f
の
一
雇
用
者
数
を

み
る
と
、
約
f
「
六
一
し
レ
万
人
レ
一
な

り
、
金
．
雇
用
者
の
．
．
．
六
・
・
へ
。
を
占

め
て
い
る
の
で
す

　
、
制
度
上
の
平
等
』
が

　
大
き
く
前
進

　
戚
後
．
婦
人
の
地
位
向
」
乃
た
め
、

法
律
や
制
度
な
ビ
も
中
倫
さ
れ
て
き

ま
し
た
．
中
で
も
、
田
際
婦
人
年
一
．

配
し
瓦
彗
一
ヒ
田
連
婦
尺
の
レ
五
一
．

圧
し
六
臼
～
．
紀
・
へ
症
弓
｝
に
は
、
．
瀞

’
ナ
・
允
屡
　
・
．
洛
和
　
が
ス
ロ
ー
カ
馳
．
〆

に
掲
げ
．
り
れ
、
　
．
た
改
革
．
が
進
め
ら

れ
た
力
’
．
．
・
す

　
．
一
ゐ
時
期
に
、
女
r
差
別
撤
廃
条

約
刀
批
准
、
民
法
お
よ
び
阿
山
法
の

改
止
、
男
女
雇
用
機
へ
云
均
等
法
の
…
削

走
か
　
か
行
わ
れ
、
…
川
度
ヒ
の
．
“
寺

8



　　　　　　　広報uゆうが

貝」泉．　なビ、私たちノ｝身．i吐に．ちるざ

ま．．まな問題をみん．な．一7．，　∫習L．

て」・るサ．．．．クルです．．

　小さし・おゴ・さんをお手，ちゾ）お母さ

ん、余暇の有効利用を考えているi≡婦

のかたなど、ビなたてもかまいま．せん．．

気卓に二．入校を

　開溝式は4月ド旬の廊ヒです申し
込み・問いr冒．）せはll∫社会教ずi、1果1君

1勺糸泉2422　　’．＼．

●史談会の会員

　伝えようふるさkの心を．　卜i向市

史読会は、郷1遅を学ぶサ．一一7ルヒ「一

て昭和61午5月に発｝止しましたカ、現

で1．　会員を募集【lIです．

　会望ぞζよ．年1持12．（」〔，OFj〔’11＝生」よ1，0｛〕0ドll

．、、ふるさヒ■）歴史に興味ゐあるかた

なら　なた’．、もかまいまぜ’ん

　申ド玉み・問い合わせば事務局［市
噛1【夫ヒユこ1、負菖／．廿53－6867）　’、．

レ断口ニュ・一ス・行夢は殖敏テレホン妙一ビス蔭5留・．．・⑳◎⑪、

　　　　　　　　●市役所の代表電話番号は52－2111番です

　●2年度の市奨学生

定　　ll■高校博門学校も誇む｝・

　　　　　大学生（短メく生も含む）い

　　　　ず重しも孕？i名

貸f寸額■高校生が月額7，000円で、大

　fミ持ち帰り運動にご協〃くだ♂．‘，。　．

　　　　7■｝色辱4よ月日貞　1　ノ∫5．，0｛｝（エド】

対　　象■学校教育法で’定める大学，

　　　　　装り大、高校、高等専門学校

　　　　　鎖蜥轍に配する

資　　格■本人または保護者が、市内

　　　　　に1年以ヒ住んで．いるかた

　　　　　て、学資の殴払いが困難な

：　　　　　です己
；　1鐸」P爵　日■4月12日ソ．♪’i三聖7｝1与、2・｝’、」FF！

i　　　　会場一．

1　持）てくるもの■轟記用艮．II］鑑

…　申し，生み・1丸い合・わせ■rl∫怯1祉・軽務pη

i　　（歪雪1勺線2168）

　　●もくせい園児
…

　　市総含隔Mセンタ．．〔富高・広見）

　内にある　「もくせいP1］は、園1尼を募
：

　集しています．．

　　i司園は、心身の発達に障害ノ〕ある幼

…児と槻噸園して一1削，．い鮭

　をはかるための通園施設てす，…
　　くわしくは市福耀い財芳所〔倉1勺線21

　68）　また1よ4fきし会裕i祖寸揚1扇…≦ミ　｛乏｝52一一

　2572）r．．、

●さざなみ生活学校の生徒

同校は物価、食品公害、省エネ．小

　
日
本
人
の
「
自
由
時
間
」
は
、
今

後
し
だ
い
に
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
，
の
よ
う
な
傾
向
の
背
景

に
は
、
平
均
寿
命
の
延
び
、
週
休
二

日
制
の
普
及
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
ま
、
本
格
的
な
余
暇

時
代
が
進
み
、
山
や
海
な
ど
の
リ
ゾ

ー
ト
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
人
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
、
レ
ジ
ャ

ー
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
1
ー
ゾ

ー
ト
』
「
レ
ジ
ャ
ー
』
を

売
－
一
物
に
し
た
会
員
権
を

め
ぐ
る
も
の
で
す
。

　
本
当
に
必
要
か
を

　
　
　
　
　
考
え
る

臨　ダ
亀。3

・：桧購，7’＝：二

，■　　　　●3

　．‘’」ツ

ま
れ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
一
番
た
い

せ
つ
な
こ
と
は
「
そ
れ
が
（
こ
の
場

合
は
会
員
権
）
本
当
に
自
分
に
必
要

ー
ー
『
レ
ジ
ャ
ー
会
員
権

会
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避

　
例
え
ば
「
入
会
し
た
け
れ
ど
も
、

施
設
が
い
つ
も
満
員
で
利
用
で
き
な

い
」
　
「
半
年
後
に
は
値
上
が
り
す
る

か
ら
利
殖
に
も
な
る
と
い
わ
れ
た

が
、
買
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

か
ど
う
か
を
考
え
る
』
こ
と
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
必
要
で
も
な
い
の
に
買
う

の
は
「
ケ
ガ
の
も
と
』
に
な
る
か
ら

で
す
。

　
施
設
の
状
態
を

　
　
　
　
　
謂
べ
て
お
く

　
実
際
に
買
う
と
き
、
ど
の
よ
う
な

点
に
注
意
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
会
員
権
を
持
っ
て

い
る
こ
と
の
良
さ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
施

設
な
ど
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
入
会
後
「
利
用

で
き
な
い
」
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
①
施
設
の
現
状
　
②
会
員
数
　
③

週
末
や
行
楽
シ
ー
ズ
ン
中
の
利
用
実

態
一
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
よ

う
。　

必
要
な
経
費
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
確
か
め
る

　
新
規
の
会
員
募
集
の
場
合
、
入
会

時
に
必
要
な
経
費
の
種
類
と
し
て

　
　
　
は
、
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う

　
　
　
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
▼
入
会
金
i
払
い
っ
ぱ

　
　
　
な
し
の
お
金
で
、
退
職
時

　
　
　
に
も
戻
り
ま
せ
ん
。
▼
保

証
金
I
－
1
退
会
す
る
場
合
、
・
戻
っ
て

き
ま
す
。
で
も
「
会
則
」
な
ど
で
決

め
ら
れ
た
期
間
、
会
員
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
す
。
具
体
的
な
経

費
の
名
称
が
多
少
違
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
支
払
う
お
金
が
、

ど
う
い
う
も
の
か
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
契
約
書
に

サ
イ
ン
す
る
前
に
．
も
う
　
度
十
分

に
目
を
通
し
、
不
明
な
点
を
確
か
め

ま
し
よ
う
。

　　　　　て、字資の殴払いが困雑．な

　　　　　かた

提出詩類■↓願書と推薦調書〔巾教育

　　　　．委員会にあります）　②≠

　　　　　裳成績証明書　③保護昔の

　　　　63年分の所得・資産辻明書

　　　　　①保献の厄年度分の納
　　　　　税断口書

締め切り■4月28日まで

誕定通知■調査後、選考・委員．会で決定

　　　　　6月末までにお知らせしま

　　　　す．、

申し込み・問い合わせ■｝i向育♪貸劇
務’・4　〔rl∫教でf委員≦ミ智「勺線2413〕

●教養講座の受講生

　市勤労占L少彗ホ．・ムが開く講F1二で、

‘しけ花、料理諸ト」鉱帽寸なビ71｝ll門．期

間は4月から9月まてです．　　　　　　，

開講式■4月61．1の午後7時半から同

　　　ボーーム2F皆で．

受溝科■無料〔ただし、材調い自己
　　　負岳．ID

之4．象■rlf内に居住または通勤して」・

　　　る勤労Ilf少年

巾L込み・問いr能わせ層同ホ・ム1：奮
1勺栄泉2811　　f苓ご1昌Il重麿52　　2115｝

●手話の受講生

　耳些にF章需二．名’1．傷会1よ噛　211づ曳・丁III㌦満
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●犬の登録・予防注射　　　し」

　飼い犬の登録と狂丸病の．予防注射を

4月12日から27日までの期間、各地区

の公民館などで行います、、必ず済ませ

てください。

　また、最近、放し飼いのメこをよく見

かけます，とくに朝・夕に目立っよう

ですが、小学生の登卜校の時間帯でも

あり、危険です，必ずつないて飼い圭

しょう．
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車税か課視されます．
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鑑をご持参のうえ．税務諏て．．廃申の丁・

続きを済ませてく札さい
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●ご利用ください
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人口と世帯く2・3・D団馳矧比
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